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知
的
財
産
権
は
、
国
際
的
保
護
を
定
め
る
統
一

私
法
が
最
も
早
く
か
ら
成
立
し
た
分
野
と
い
わ
れ

る
。
一
八
八
三
年
の
「
工
業
所
有
権
の
保
護
に
関

す
る
パ
リ
条
約
」（
以
下
、
パ
リ
条
約
）
や
一
八

八
六
年
の
「
文
学
的
及
び
美
術
的
著
作
物
の
保
護

に
関
す
る
ベ
ル
ヌ
条
約
」（
以
下
、
ベ
ル
ヌ
条
約
）

と
そ
の
改
正
条
約
は
こ
の
よ
う
な
条
約
の
例
で
あ

る
。
一
九
世
紀
の
知
的
財
産
条
約
の
成
立
と
発
展

は
、
当
時
に
お
け
る
交
通
通
信
手
段
の
発
達
に
伴

う
も
の
で
あ
り
、
と
り
わ
け
万
国
博
覧
会
の
開
催

や
万
国
郵
便
同
盟
の
成
立
な
ど
に
端
を
発
し
た
も

の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
条
約
は
、
内
国
民
待
遇

と
い
う
外
国
人
法
上
の
原
則
を
中
心
と
し
た
緩
や

か
な
統
一
法
で
あ
り
、
違
反
に
対
し
て
制
裁
を
課

し
、
条
約
の
正
し
い
解
釈
を
示
す
制
度
を
持
た
な

か
っ
た
。
改
正
に
関
す
る
外
交
会
議
も
全
員
一
致

を
原
則
と
し
、
改
正
条
約
に
加
盟
す
る
か
ど
う
か

は
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
自
由
と
さ
れ
た
。

一
九
九
○
年
代
以
降
の
知
的
財
産
法
の
展
開
は
、

Ｗ
Ｔ
Ｏ
成
立
と
付
属
協
定
で
あ
る
知
的
所
有
権
の

貿
易
関
連
の
側
面
に
関
す
る
協
定
（
以
下
、
Ｔ
Ｒ

Ｉ
Ｐ
ｓ
協
定
）
の
発
効
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ

る
。
同
協
定
は
、
直
接
的
に
は
、
不
正
商
品
の
氾

濫
を
排
除
し
よ
う
と
す
る
米
国
を
中
心
と
す
る
先

進
諸
国
の
攻
勢
を
背
景
に
、
一
九
八
六
年
一
一
月

か
ら
開
始
さ
れ
た
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｔ
ウ
ル
グ
ア
イ
・
ラ
ウ

ン
ド
交
渉
の
結
果
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
。
Ｔ
Ｒ

Ｉ
Ｐ
ｓ
協
定
は
、
東
西
の
壁
の
崩
壊
に
象
徴
さ
れ

る
旧
社
会
主
義
国
家
の
市
場
経
済
へ
の
参
加
を
含

む
急
速
な
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と

デ
ジ
タ
ル
技
術
の
進
歩
と
普
及
、
バ
イ
オ
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
、
ビ
ジ
ネ
ス
方
法
特
許
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク

デ
ザ
イ
ン
な
ど
の
新
し
い
技
術
の
創
造
に
対
す
る

知
的
財
産
権
保
護
の
必
要
性
に
対
応
し
よ
う
と
し

た
も
の
で
あ
り
、
伝
統
的
な
条
約
改
正
会
議
の
停

滞
や
伝
統
的
な
条
約
の
枠
内
で
捉
え
き
れ
な
い
問

題
の
発
生
な
ど
に
対
処
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ

っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
通
商
条
約
に
よ
っ
て
知
的
財

産
権
の
保
護
を
発
展
さ
せ
よ
う
と
す
る
と
、
通
商

政
策
の
対
立
が
直
接
に
知
的
財
産
権
に
関
す
る
法

政
策
的
対
立
に
持
ち
込
ま
れ
る
危
険
性
も
あ
っ
た
。

ま
た
、
通
商
条
約
は
、
原
則
と
し
て
加
盟
国
に
国

内
法
の
立
法
義
務
を
課
す
だ
け
で
あ
り
、
伝
統
的

な
知
的
財
産
条
約
の
よ
う
に
直
接
私
人
間
に
適
用

さ
れ
る
性
質
を
持
つ
規
定
を
含
ま
な
い
と
見
る
の

が
従
来
の
通
説
的
見
解
で
あ
っ
た
。
そ
れ
だ
け
に
、

Ｔ
Ｒ
Ｉ
Ｐ
ｓ
協
定
の
も
と
で
の
知
的
財
産
法
の
展

開
を
見
る
に
は
、
協
定
の
規
定
を
見
る
だ
け
で
は

不
十
分
で
あ
り
、
各
国
に
お
け
る
国
内
法
の
規
定
、

制
度
的
保
障
や
実
行
を
個
別
に
み
て
い
く
必
要
が

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、
本
稿
で
は
、
筆

者
が
行
っ
た
中
国
、
韓
国
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
Ｔ

Ｒ
Ｉ
Ｐ
ｓ
協
定
の
知
的
財
産
権
の
保
護
水
準
と
実

効
的
行
使
に
関
す
る
主
要
な
規
定
の
調
査
に
も
と

づ
き
、
Ｔ
Ｒ
Ｉ
Ｐ
ｓ
協
定
で
何
が
実
現
さ
れ
、
何

が
残
さ
れ
た
か
を
見
て
い
き
た
い
。
同
時
に
、
各

国
の
国
内
法
の
検
討
を
通
じ
て
国
際
ル
ー
ル
形
成

の
課
題
を
抽
出
し
た
い
。

●
開
発
途
上
国
の
知
的
財
産
法
の
課
題

｜

Ｔ
Ｒ
Ｉ
Ｐ
ｓ
協
定
前
の
状
況

一
九
七
○
年
代
か
ら
一
九
八
○
年
代
前
半
に
お

い
て
は
、
南
北
格
差
を
解
消
す
る
た
め
に
途
上
国

の
主
張
に
も
と
づ
き
、
Ｕ
Ｎ
Ｃ
Ｔ
Ａ
Ｄ
を
中
心
と

し
て
、
多
国
籍
企
業
等
の
知
的
財
産
権
の
濫
用
に

関
す
る
問
題
点
が
採
り
上
げ
ら
れ
た
。
た
と
え
ば

こ
の
時
期
の
活
動
的
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
ラ
テ
ン

・
ア
メ
リ
カ
諸
国
の
特
許
法
改
正
の
特
徴
は
、
①

実
施
契
約
に
対
す
る
国
家
的
統
制
、
②
特
許
性
の

制
限
、
③
保
護
期
間
の
短
縮
化
、
④
強
制
実
施
に

関
す
る
規
定
の
厳
格
な
適
用
の
四
点
に
あ
っ
た
。

Ｔ
Ｒ
Ｉ
Ｐ
ｓ
後
の
知
的
財
産
法
の
展
開̶

ア
ジ
ア
諸
国
を
中
心
に
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輸
入
独
占
権
の
否
認
を
は
じ
め
と
す
る
国
内
法
に

よ
る
特
許
権
の
効
力
の
縮
減
な
い
し
排
除
は
、
多

国
籍
企
業
の
活
動
の
規
制
、
と
り
わ
け
、
特
許
権

を
利
用
し
た
各
国
市
場
の
分
断
な
ど
権
利
の
濫
用

的
行
使
を
制
限
す
る
効
果
を
持
つ
。
し
か
し
、
こ

の
よ
う
な
改
正
は
、
こ
れ
ら
の
国
へ
の
技
術
の
移

転
や
投
資
の
意
欲
を
減
退
さ
せ
、
技
術
的
後
進
性

を
固
定
化
さ
せ
る
危
険
性
を
も
有
し
て
い
た
。

Ｕ
Ｎ
Ｃ
Ｔ
Ａ
Ｄ
の
要
請
を
受
け
入
れ
た
一
九
七

四
年
九
月
の
Ｗ
Ｉ
Ｐ
Ｏ
調
整
委
員
会
の
決
定
を
受

け
て
、
一
九
八
○
年
の
パ
リ
条
約
の
第
九
回
の
改

正
会
議
で
は
開
発
途
上
国
に
対
す
る
特
別
の
利
益

を
も
た
ら
す
た
め
の
追
加
規
定
の
検
討
が
行
わ
れ

た
。
そ
こ
で
は
、
主
と
し
て
、
①
特
許
の
不
実
施

に
対
す
る
制
裁
措
置
を
強
化
す
べ
き
か
、
②
製
法

特
許
の
保
護
範
囲
に
関
し
て
、
外
国
で
製
法
特
許

に
従
っ
て
製
造
さ
れ
た
製
品
の
輸
入
を
阻
止
す
る

権
利
を
場
合
に
よ
っ
て
制
限
し
て
よ
い
も
の
と
す

る
か
、
③
優
先
権
を
認
め
る
要
件
と
し
て
の
社
会

主
義
国
の
発
明
者
証
に
特
許
と
同
様
な
地
位
を
与

え
て
よ
い
か
、
④
原
産
地
名
称
と
抵
触
す
る
商
標

の
使
用
を
禁
止
で
き
る
も
の
と
し
、
潜
在
的
な
原

産
地
名
称
に
特
別
の
保
護
を
与
え
る
か
、
の
四
点

に
つ
い
て
対
立
し
た
。
こ
の
会
議
で
は
、
従
来
の

改
正
会
議
と
は
異
な
っ
て
、
各
加
盟
国
が
交
渉
主

体
と
な
る
の
で
は
な
く
、
開
発
途
上
国
、
先
進
工

業
国
、
社
会
主
義
国
の
各
グ
ル
ー
プ
が
交
渉
主
体

と
な
り
、
グ
ル
ー
プ
内
や
グ
ル
ー
プ
間
の
利
害
の

対
立
が
調
整
で
き
ず
、
外
交
会
議
再
開
の
目
途
が

立
た
な
か
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
情
況
の
中
で
、
一

九
八
○
年
代
に
お
け
る
米
国
の
知
的
財
産
権
強
化

政
策
の
国
際
的
展
開
と
関
連
し
て
、
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｔ
ウ

ル
グ
ア
イ
・
ラ
ウ
ン
ド
に
知
的
財
産
権
の
問
題
が

持
ち
込
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

八
年
以
上
の
ラ
ウ
ン
ド
協
議
の
中
で
、
当
初
の

知
的
財
産
権
侵
害
製
品
に
対
す
る
保
護
強
化
か
ら

知
的
財
産
権
の
「
取
得
可
能
性
、
範
囲
、
使
用
に

関
す
る
適
当
な
規
準
お
よ
び
原
則
」
の
制
定
と
そ

の
「
行
使
の
た
め
の
効
果
的
か
つ
適
切
な
手
段
の

提
供
」
に
重
心
が
移
さ
れ
て
い
っ
た
。
そ
こ
で
は
、

伝
統
的
な
条
約
の
改
正
会
議
で
は
認
め
ら
れ
る
こ

と
が
な
か
っ
た
先
進
国
側
の
主
張
を
容
れ
、
デ
ジ

タ
ル
技
術
、
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
な
ど
の
新
た

な
技
術
の
進
歩
に
対
応
し
た
規
定
が
挿
入
さ
れ
た

が
、
他
方
で
は
、
消
尽
（
六
条
）、
目
的
（
七
条
）、

原
則
（
八
条
）
な
ど
を
は
じ
め
解
釈
の
余
地
の
広

い
、
あ
い
ま
い
な
規
定
が
含
ま
れ
て
い
る
。

●
ア
ジ
ア
諸
国
に
お
け
る
Ｔ
Ｒ
Ｉ
Ｐ
ｓ

協
定
後
の
知
的
財
産
法
制
の
変
化

そ
れ
で
は
、
各
国
は
、
Ｔ
Ｒ
Ｉ
Ｐ
ｓ
協
定
や
他

の
国
際
的
規
範
を
ど
の
よ
う
に
ど
の
程
度
国
内
法

に
継
受
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
各
国
の
知
的

財
産
法
の
内
容
に
つ
い
て
は
紙
面
の
制
約
が
あ
り

詳
細
に
立
ち
入
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
こ
こ
で

は
特
徴
と
し
て
次
の
三
点
を
指
摘
し
て
お
こ
う
。

第
一
に
、
Ｔ
Ｒ
Ｉ
Ｐ
ｓ
協
定
に
よ
っ
て
実
現
し

た
保
護
対
象
の
拡
大
、
医
薬
品
な
ど
特
に
現
代
に

お
け
る
新
し
い
技
術
と
の
関
連
性
、
権
利
の
保
護

期
間
・
保
護
要
件
・
効
力
の
制
限
な
ど
に
着
目
す

る
と
、
少
な
く
と
も
中
国
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
タ

イ
の
三
カ
国
で
は
、
Ｔ
Ｒ
Ｉ
Ｐ
ｓ
協
定
に
適
合
し

て
知
的
財
産
保
護
の
た
め
の
法
整
備
、
制
度
整
備

が
ほ
ぼ
終
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
た

と
え
ば
、
中
国
は
、
二
○
○
一
年
一
二
月
の
Ｗ
Ｔ

Ｏ
加
盟
に
伴
い
、
Ｔ
Ｒ
Ｉ
Ｐ
ｓ
協
定
、
パ
リ
条
約
、

ベ
ル
ヌ
条
約
を
遵
守
す
る
義
務
が
生
じ
、
そ
の
た

め
の
知
的
財
産
法
制
の
整
備
が
二
○
○
○
年
か
ら

二
○
○
一
年
に
か
け
て
特
許
法
、
著
作
権
、
商
標

法
の
「
第
二
次
改
正
」
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
、
タ
イ
で
も
一
九
九
○
年
代
に
Ｔ
Ｒ

Ｉ
Ｐ
ｓ
に
対
応
し
た
法
改
正
が
進
め
ら
れ
た
。
た

だ
し
、
規
定
を
個
別
に
見
る
と
、
Ｔ
Ｒ
Ｉ
Ｐ
ｓ
協

定
の
要
件
を
満
た
し
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と

疑
わ
れ
る
規
定
が
残
る
点
は
留
意
さ
れ
る
べ
き
で

あ
ろ
う
。
た
と
え
ば
、
タ
イ
の
商
標
法
六
三
条
は
、

不
使
用
取
消
制
度
を
規
定
し
、
利
害
関
係
人
ま
た

は
登
記
官
が
、
商
標
所
有
者
が
登
録
当
時
そ
の
商

標
を
使
用
す
る
善
意
の
意
図
が
な
く
、
実
際
に
そ

の
商
標
を
使
用
し
た
こ
と
が
全
く
な
い
と
い
う
事

実
を
証
明
で
き
る
と
き
は
、
商
標
の
登
録
取
消
を

商
標
委
員
会
に
申
し
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
も
の

と
す
る
。
少
な
く
と
も
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
Ｔ

Ｒ
Ｉ
Ｐ
ｓ
協
定
一
九
条
一
項
一
文
の
要
件
を
満
た

し
て
い
な
い
。
同
様
に
、
タ
イ
特
許
法
四
六
条
の

強
制
実
施
の
要
件
は
、
Ｔ
Ｒ
Ｉ
Ｐ
ｓ
協
定
三
一
条

の
要
件
を
満
た
さ
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
実

際
上
こ
の
規
定
が
発
動
さ
れ
た
こ
と
は
殆
ど
な
い

よ
う
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
各
国
の
知
的
財
産
法
に
一
九

七
○
年
代
に
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
諸
国
で
見
ら
れ
た

よ
う
な
特
徴
は
見
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
中
国
、
タ

イ
に
お
い
て
は
、
法
改
正
に
よ
っ
て
実
用
新
案
に
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よ
る
小
発
明
の
保
護
が
見
直
さ
れ
、
よ
り
利
用
し

や
す
い
も
の
と
な
っ
た
。
Ｔ
Ｒ
Ｉ
Ｐ
ｓ
協
定
の
枠

内
で
そ
れ
ぞ
れ
の
国
に
お
け
る
産
業
や
文
化
の
発

展
に
貢
献
す
る
よ
う
な
知
的
財
産
法
の
あ
り
方
を

探
る
姿
勢
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

第
二
に
、
知
的
財
産
保
護
の
実
現
の
た
め
の
制

度
環
境
が
整
え
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、

二
○
○
一
年
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
知
的
財
産
局
の
整

備
な
ど
知
的
財
産
権
に
関
す
る
監
督
官
庁
の
権
限

や
審
査
官
の
増
員
な
ど
実
行
体
制
の
強
化
が
行
わ

れ
た
。
ま
た
、
タ
イ
に
お
け
る
知
的
財
産
及
び
国

際
取
引
裁
判
所
の
設
置
は
司
法
手
続
の
整
備
が
行

わ
れ
た
例
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
国
に
共
通
し
て
見
ら
れ
る
特
徴
と
し

て
、
知
的
財
産
侵
害
に
関
す
る
刑
事
手
続
と
の
関

連
で
被
害
者
の
積
極
的
役
割
を
期
待
で
き
る
制
度

を
定
め
て
い
る
点
が
指
摘
で
き
る
。
中
国
に
お
い

て
は
、
附
帯
民
事
訴
訟
の
制
度
が
あ
り
、
犯
罪
の

被
害
者
が
刑
事
事
件
に
附
帯
し
て
裁
判
の
費
用
を

納
付
す
る
こ
と
な
く
損
害
賠
償
請
求
訴
訟
を
提
起

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
で
も
商
標
権
と
著
作
権
の
侵
害
罪
に
つ

い
て
は
、
権
利
者
が
司
法
長
官
の
許
可
を
得
て
侵

害
者
を
訴
追
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
タ
イ

に
お
い
て
は
、
知
的
財
産
侵
害
に
科
せ
ら
れ
る
罰

金
の
半
額
が
権
利
者
に
支
払
わ
れ
る
制
度
が
あ
る
。

こ
れ
ら
の
制
度
は
知
的
財
産
権
に
関
す
る
意
識
を

社
会
に
定
着
さ
せ
る
た
め
に
重
要
な
役
割
を
果
た

す
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

中
国
で
は
、
従
来
の
伝
統
的
な
法
理
へ
の
挑
戦

と
み
ら
れ
る
規
定
を
含
む
た
め
、
こ
の
よ
う
な
規

定
に
よ
る
救
済
が
現
実
に
実
効
性
を
持
っ
て
行
わ

れ
る
か
ど
う
か
見
守
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
特

に
、
司
法
制
度
へ
の
信
頼
性
が
低
く
、
裁
量
の
余

地
の
広
い
行
政
上
の
救
済
が
利
用
さ
れ
る
こ
と
が

多
い
こ
と
と
も
関
連
し
て
不
透
明
な
部
分
が
残
る
。

第
三
に
、
Ｔ
Ｒ
Ｉ
Ｐ
ｓ
協
定
で
明
確
な
規
律
が

必
ず
し
も
定
め
ら
れ
な
か
っ
た
問
題
、
た
と
え
ば
、

知
的
財
産
権
に
か
か
わ
る
製
品
の
並
行
輸
入
に
関

す
る
問
題
（
六
条
）
と
ワ
イ
ン
と
蒸
留
酒
に
つ
い

て
の
み
強
い
保
護
を
規
定
し
た
地
理
的
表
示
（
二

三
条
）
に
つ
い
て
各
国
で
対
応
が
見
ら
れ
る
。
こ

の
点
に
つ
い
て
項
を
改
め
て
見
て
み
よ
う
。

●
国
際
消
尽
と
並
行
輸
入

一
定
の
要
件
の
も
と
で
知
的
財
産
権
の
効
力
が

当
該
の
権
利
に
係
わ
る
製
品
に
及
ば
な
く
な
る
こ

と
を
消
尽
と
い
う
。
知
財
製
品
の
並
行
輸
入
に
関

し
、
外
国
で
製
品
が
適
法
に
拡
布
さ
れ
た
場
合
に

も
国
内
で
拡
布
さ
れ
た
場
合
と
類
似
の
要
件
で
消

尽
を
認
め
る
見
解
を
国
際
消
尽
論
と
い
う
。
国
際

消
尽
の
問
題
は
、
Ｔ
Ｒ
Ｉ
Ｐ
ｓ
協
定
が
曖
昧
な
ま

ま
将
来
に
残
し
た
課
題
で
あ
る
。

知
的
財
産
に
係
わ
る
製
品
の
並
行
輸
入
に
つ
い

て
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
タ
イ
は
明
文
で
国
際
消

尽
論
を
認
め
、
並
行
輸
入
を
許
容
し
て
い
る
。

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
、
商
標
法
二
九
条
一
項
が

並
行
輸
入
を
明
文
上
許
容
す
る
。
つ
ま
り
、
二
七

条
の
登
録
商
標
の
侵
害
に
関
す
る
規
定
に
か
か
わ

ら
ず
、
登
録
商
標
の
所
有
者
に
よ
り
ま
た
は
そ
の

明
示
ま
た
は
黙
示
の
同
意
に
基
づ
き
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
国
内
お
よ
び
国
外
で
拡
布
さ
れ
た
商
品
に
関
す

る
商
標
の
使
用
に
よ
っ
て
は
、
登
録
商
標
は
侵
害

さ
れ
な
い
、
と
す
る
。
こ
れ
は
、
商
標
権
に
つ
き

国
際
消
尽
を
認
め
た
も
の
で
あ
り
、
商
品
の
並
行

輸
入
を
許
容
し
よ
う
と
す
る
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
政
府

の
一
般
的
政
策
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
商
標
法
は
、

製
品
の
状
態
が
拡
布
さ
れ
た
後
に
変
造
さ
れ
、
損

な
わ
れ
、
そ
の
製
品
に
つ
い
て
登
録
商
標
を
使
用

す
る
こ
と
が
登
録
商
標
の
識
別
性
ま
た
は
評
価
に

有
害
で
あ
る
場
合
に
は
こ
の
規
定
を
適
用
し
な
い

と
す
る
。
国
際
消
尽
に
関
す
る
類
似
の
規
定
は
、

他
の
知
的
財
産
権
に
つ
い
て
も
み
ら
れ
る
。

タ
イ
で
は
、
有
標
商
品
の
並
行
輸
入
に
つ
い
て

は
、
長
ら
く
対
立
す
る
下
級
審
判
例
が
あ
っ
た
が
、

二
○
○
○
年
の
タ
イ
最
高
裁
判
所
の
Ｗ
Ｈ
Ａ
Ｌ
Ｌ

事
件
判
決
で
国
際
消
尽
論
が
採
ら
れ
た
。
こ
の
事

件
で
は
、
有
標
商
品
を
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
購
入
し
、

商
標
権
者
の
許
諾
な
く
第
三
者
が
タ
イ
に
並
行
輸

入
し
た
場
合
に
、
商
標
権
に
よ
っ
て
阻
止
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
と
さ
れ
た
。
ま
た
、
特
許
製
品
の

並
行
輸
入
に
つ
い
て
は
、
一
九
九
九
年
改
正
の
特

許
法
三
六
条
二
項
七
号
に
よ
っ
て
国
際
的
消
尽
論

が
採
ら
れ
、
特
許
権
者
が
外
国
で
特
許
製
品
の
製

造
ま
た
は
販
売
を
許
諾
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
特

許
製
品
の
使
用
、
販
売
、
輸
入
な
ど
の
特
許
の
独

占
権
に
関
す
る
三
六
条
一
項
を
適
用
し
な
い
と
し

た
。中

国
で
は
学
説
上
は
並
行
輸
入
の
問
題
が
論
じ

ら
れ
て
は
い
る
が
、
並
行
輸
入
を
め
ぐ
る
深
刻
な

問
題
は
今
の
と
こ
ろ
生
じ
て
お
ら
ず
、
並
行
輸
入

を
許
容
し
た
判
例
は
見
ら
れ
な
い
よ
う
で
あ
る
。

今
後
、
知
的
財
産
権
の
濫
用
防
止
に
関
す
る
各

アジ研ワールド・トレンド No.132（2006．９）─1011─アジ研ワールド・トレンド No.132（2006．９）



特集／グローバルなルール形成と開発途上国

示
さ
れ
た
場
所
が
原
産
地
で
は
な
い
よ
う
な
ワ
イ

ン
お
よ
び
ス
ピ
リ
ッ
ツ
に
関
す
る
地
理
的
表
示
の

使
用
、
で
あ
る
。
な
お
、
同
法
制
定
以
前
に
お
い

て
も
、
地
理
的
表
示
に
つ
き
商
標
登
記
ま
た
は
登

録
が
な
い
場
合
に
も
、
地
理
的
表
示
に
違
反
す
る

行
為
は
、
パ
ッ
シ
ン
グ
・
オ
フ
と
し
て
不
法
行
為

と
さ
れ
て
き
た
。

地
理
的
表
示
に
つ
い
て
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国

の
主
張
で
容
れ
ら
れ
た
Ｔ
Ｒ
Ｉ
Ｐ
ｓ
協
定
に
よ
る

ワ
イ
ン
と
蒸
留
酒
に
つ
い
て
の
強
い
保
護
に
加
え

て
何
ら
か
の
保
護
を
与
え
る
べ
き
か
ど
う
か
、
そ

の
よ
う
な
保
護
を
与
え
る
範
囲
お
よ
び
要
件
を
ど

の
よ
う
に
す
る
か
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

●
合
理
的
な
知
的
財
産
の
環
流
シ
ス
テ

ム
を
求
め
て

Ｔ
Ｒ
Ｉ
Ｐ
ｓ
協
定
成
立
の
経
緯
か
ら
も
明
ら
か

な
よ
う
に
、
こ
の
協
定
は
、
知
的
財
産
権
の
保
護

強
化
に
向
け
ら
れ
、
開
発
途
上
国
が
主
張
し
た
技

術
の
移
転
や
普
及
へ
の
貢
献
、
公
衆
の
健
康
や
環

境
保
護
へ
の
配
慮
、
知
的
財
産
権
の
濫
用
的
行
使

の
防
止
等
に
つ
い
て
は
、
具
体
的
な
措
置
を
規
定

し
て
は
い
な
い
。
そ
の
点
で
開
発
途
上
国
や
こ
れ

を
支
援
し
よ
う
と
す
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
反
対
が
強
く
、

過
去
三
回
の
Ｗ
Ｔ
Ｏ
閣
僚
会
議
に
お
い
て
重
要
な

決
定
が
で
き
な
い
ま
ま
に
終
わ
っ
て
い
る
。
知
的

財
産
権
の
国
際
的
保
護
を
通
じ
て
知
的
財
産
権
者

の
独
占
的
地
位
の
強
化
と
開
発
途
上
国
へ
の
技
術

移
転
・
投
資
の
促
進
を
、
ど
の
よ
う
に
均
衡
を
保

ち
な
が
ら
発
展
さ
せ
る
か
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

さ
ら
な
る
知
的
財
産
保
護
に
向
け
た
国
際
的
協

力
と
法
的
調
整
を
構
築
し
、
推
進
す
る
に
は
、
技

術
移
転
の
促
進
と
投
資
還
流
の
合
理
的
枠
組
み
の

構
築
の
必
要
性
が
強
調
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
知
的

財
産
に
関
す
る
国
際
条
約
に
お
い
て
も
十
分
成
功

し
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
Ｔ
Ｒ
Ｉ
Ｐ
ｓ
協

定
が
知
的
財
産
保
護
の
強
化
に
傾
き
す
ぎ
て
い
る

点
を
今
後
ど
の
よ
う
に
修
正
し
て
い
く
か
と
い
う

課
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、

Ｔ
Ｒ
Ｉ
Ｐ
ｓ
協
定
を
一
層
均
整
の
と
れ
た
も
の
に

し
て
い
く
と
と
も
に
、
多
国
籍
企
業
の
行
動
規
制

に
関
す
る
ソ
フ
ト
・
ロ
ー
を
含
む
国
際
規
律
を
一

層
充
実
さ
せ
て
ゆ
く
努
力
が
必
要
で
あ
る
。

知
的
財
産
権
は
、
国
家
の
行
政
行
為
ま
た
は
法

に
よ
っ
て
付
与
さ
れ
、
ま
た
は
、
登
録
、
寄
託
さ

れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
の
権
利
に
関
す
る

法
の
調
和
や
統
一
は
、
特
許
庁
間
の
協
議
に
よ
る

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
作
成
な
ど
も
考
え
ら
れ
る
が
、

制
度
の
基
本
的
枠
組
に
つ
い
て
は
い
わ
ゆ
る
ソ
フ

ト
・
ロ
ー
に
な
じ
み
に
く
い
。
し
た
が
っ
て
、
知

的
財
産
権
の
付
与
、
登
録
等
に
関
す
る
問
題
や
知

的
財
産
権
の
成
立
要
件
、
内
容
、
効
力
、
消
滅
に

関
す
る
問
題
は
、
ど
う
し
て
も
条
約
、
国
内
法
と

い
う
ハ
ー
ド
・
ロ
ー
に
よ
る
統
一
が
必
要
と
考
え

ら
れ
る
。
他
方
、
技
術
移
転
の
た
め
の
シ
ス
テ
ム

と
い
う
観
点
か
ら
は
、
知
的
財
産
権
の
成
立
、
内

容
、
効
力
等
と
異
な
り
、
契
約
が
重
要
な
要
素
と

な
り
、
ソ
フ
ト
・
ロ
ー
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し

得
る
で
あ
ろ
う
。

（
き 

だ
な　

し
ょ
う
い
ち
／
早
稲
田
大
学
法
学

部
教
授
）

国
国
内
法
上
の
措
置
の
ひ
と
つ
と
し
て
採
ら
れ
て

い
る
国
際
消
尽
論
に
よ
る
知
財
製
品
の
並
行
輸
入

の
許
容
が
、
国
際
的
な
ル
ー
ル
づ
く
り
の
場
で
国

際
規
範
と
し
て
明
確
に
採
り
入
れ
ら
れ
る
べ
き
で

あ
る
と
い
う
主
張
も
生
じ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。

●
民
間
文
藝
・
遺
伝
資
源
・
地
理
的
表

示開
発
途
上
国
に
お
い
て
は
、
民
間
文
藝
（Folk-

lore

）、
遺
伝
資
源
、
地
理
的
表
示
の
保
護
の
強
化

を
目
指
す
動
き
が
み
ら
れ
る
。
中
国
で
は
、
民
間

文
藝
の
著
作
物
に
つ
い
て
は
、
著
作
権
法
六
条
に

規
定
さ
れ
た
が
、
具
体
的
な
保
護
方
法
を
定
め
て

い
な
い
。
一
九
九
六
年
に
一
旦
保
護
条
例
案
が
完

成
し
た
が
、
そ
の
後
棚
上
げ
に
さ
れ
、
二
○
○
一

年
に
作
業
が
再
開
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
ベ
ル
ヌ
条

約
一
五
条
四
項
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
中
国
の

得
意
領
域
に
属
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
整
備
を
急

ぐ
べ
き
と
の
有
力
な
意
見
が
あ
る
。

タ
イ
で
は
、
二
○
○
三
年
に
地
理
的
表
示
法
が

制
定
さ
れ
、
二
○
○
四
年
か
ら
登
録
が
開
始
さ
れ

て
い
る
。

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
、
一
九
九
八
年
に
地
理
的

表
示
法
が
制
定
さ
れ
た
。
同
法
三
条
二
項
に
よ
る

と
、
次
の
よ
う
な
行
為
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
。
つ

ま
り
、
①
地
理
的
表
示
に
よ
っ
て
表
示
さ
れ
た
場

所
か
ら
産
出
し
て
い
な
い
物
に
関
し
、
物
の
地
理

的
原
産
地
に
つ
き
公
衆
を
欺
く
よ
う
な
方
法
で
地

理
的
表
示
を
使
用
す
る
行
為
、
②
パ
リ
条
約
一
○

条
の
二
の
意
味
に
お
け
る
不
正
競
争
行
為
に
な
る

よ
う
な
地
理
的
表
示
の
使
用
、
③
地
理
的
表
示
に
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